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＜連絡事項＞

· 本日、東北メディカル学院の学生2名（上野康子さん、今泉純美さん）が体験に来ている。

· 来週、昇格試験がある為、各自希望した日時に受験すること。

· 11/3（月）記念式典のスケジュールが決定しているため、各自確認すること。勤務などで参加できないスタッフは、不参加届けを担当スタッフに提出すること。

＜外来患者様情報＞

· 大久保　律子様～体重が増加傾向で、現在87～88kgあるとのこと。原因として、食べ過ぎや飲み

すぎが原因であると本人も理解しており、「糖尿病になるか心配」と話されている。また、眼球上転があるとのことで、内服処方している。

· 横町　　浩　様～いつも早めに外来に顔を出しているが、本日は送れて来院。「10時まで寝てて、

慌てて起きてきた」と話されている。昨晩は21時に就床したとのこと。「歩いてるから疲れて、夜はぐっすり眠れる」と話されている。体調は良いとのこと。

· 沢田　三朗　様～風邪はよくなってきて、咳は止まったと話されているが、鼻声きかれている。風

邪薬処方はなし。

· 田名部　一樹様～血液検査の結果は、ビリルビン値が少々高いが、何も対処していなくても下がっ

てきているので大丈夫だと担当医より説明あり。次回採血は、定期の半年後となる。内服変更をしたことについては、眠れる時と眠れない時があるとのこと。処方変更して1週間しか経っていない為、もうしばらく様子を見ることとしている。

· 伊藤　雄一　様～青山荘退所は1年間延期になったとのことで、妹様も同意している。妹様が住ん

でいる近所に病院がなく不便であるとのこと。「それならアパートで一人暮らしはどうか」と本人話されているが、それは難しいと説明している。

· 関口　　禅　様～食事、睡眠ともに十分とれているとのこと。

· 久保　興介　様～調子については、「そんなに悪くはない」と話されている。レポートも提出した

し、次の試験は来年2月とのこと。睡眠については、寝付けないことがあるが、睡眠はとれている。イライラ時の屯用薬に関しては、最近は飲んでいないと話されている。

· 島浦　美千男様～気分や生活は安定しているとのこと。家族の面会はあるか尋ねると、「最近はな

いですけど、そのうち来るんじゃないですかね。遠いからあまり来れないんだと思います」と話されている。

· 関　　秀治　様～仕事に関しては集中して行うことが出来ているとのこと。睡眠は取れており、調

子もまあまあと話されている。就労についてその後どうなったのか尋ねると、「（青明舎側で）徐々に進めてくれると思います」と話されている。

＜通所利用者様情報＞

· 荒木地　和弥様～マナクリニックからの紹介で、本日デイケア見学に来られている。交流が苦手と

のことで、家族と話す時もどもって話す様子あるが、他メンバーから話し掛けられているうちに、自分からも他者に分からない事を聞くことが出来るようになっている。本日のデイケア終了後、見学の感想を聞き、利用していくかどうかを確認していくこととしている。利用になる場合は、まずマナクリニックからの紹介状を持参の上、当院外来受診して戴く方向。

· 大久保　律子様～今朝、眼球上転があったとのこと。眠気とだるさを訴え、静養室での休養を希望

しており、その後、不調訴えはない。他メンバー（田向玲美様）との交流多く、時々表情の硬さみられている。体調をみながらプログラム参加を促し、他者とのトラブルがないよう注意していく。

· 田向　玲美　様～大久保律子様との交流多く、飲み物をもらって飲んでいることあり。物のやり取

りは好ましくないこと注意すると、「私が頼んで買ってきてもらったから良いんです」と話されている。金銭のやり取りの有無についても、午後に詳細確認していく。また、様々なメンバーに話し掛けており、気分の高揚さ伺える。他者との距離をうまく保てず、トラブルとなる可能性があるため、交流が過度となる場合は、本人に注意を促していく。

· 田中　　一　様～外来・PSWより情報提供のメールあり。現在、母親様が入院し、その面会や付き

添い、家事などの日常生活についてストレス要因が多く、訪問等の支援体制が必要と考えられる。10/27（月）に、青明舎や訪問看護、デイケアなどの関係機関でケア会議を行い、今後の方針について検討していく予定。デイケアでも、週に1回程度、本人の電話で生活状況の確認を行っていくこととしている。

· 田中　宏明　様～大阪の社長に自作の動画を送っているとのことで、今後賃金が発生するかもしれ

ないと話があった。金銭が関与してくるとトラブルになりやすい為、両親とも相談するよう説明している。昨日、両親に話してみたが、自分ではうまく伝えることが出来ないため、担当スタッフから親に説明して欲しいと希望あり。また、大阪の社長が近日私用で八戸に来るとのことで、その時に本人と会いたいと話しているとのこと。デイケアの担当スタッフが話していた事（金銭が関与するとトラブルになりやすいと説明されたこと）について、先方に話すと、「デイケアの職員にも挨拶をしたい」と話していたとのこと。デイケアでは、注意するよう促しただけで深くは関与出来ないこと、本人の生活状況（動画を作成し、昼夜のバランスが崩れるなど）が心配であること説明。また、御家族に電話連絡を行い、本人の自宅での状況や、家族の考えについて確認していく。電話を行う際は、本人に電話の趣旨を説明し、理解して戴いた上で連絡していくこととしている。

· 高橋　洋子　様～血圧高値で、腹部不快感があるとのことで、昨日下長内科クリニック受診してい

る。医師からは「何も言われなかった」と本人話している。明日、再度受診し胃カメラの検査を受けるとのことで、次回来所時に確認を行っていく。

· 下妻　康貴　様～自立支援法での上限額が増えた（2500円から5000円に）とのことで、市役所に

確認に行ったと話されている。市役所からは、今年は一年間の収入が80万円以上の場合、上限額が5千円になると説明されたとのこと。「ギリギリ80万で越えてしまったから、面白くない。上限が増えたから生活が厳しい」と不満を話されており、表情の硬さみられていることがある。今後は、なるべく節約して過ごすと本人話されている。

· 前野　義勝　様～昨日、腰痛がひどいとのことでナイトケア欠席の連絡あり。幸房の方は、帯状疱

疹が出ている間は休むように説明されたとのことで、しばらく休むと話されている。赤田外科の医師には何と説明されているのかと問うと、感染性はないと説明されているとのこと。入浴もしばらく出来ていないとのことで、調子が良いときはナイトケアに来るよう説明している。

· 澤　　昌利　様～訪問看護からの情報提供あり。訪問時に、母親様から生活状況を確認すると、父

親が入院している間タクシーで移動し交通費がかかり、経済的にも厳しく、デイケア利用を減らしたいとのこと。また、自宅の呉服店を整理するなどで忙しく、相談にも行けなかったと話されている。現在の状況を外来担当医やPSWに情報提供し、今後の通所利用について検討をしていく。

＜SST報告・検討＞

デイケア

Aグループ：祝日の為、実施していない。

Bグループ：お題『床屋で思い通りの髪型にしてもらえなかった時』

・メンバーからお題が提供され、メンバーからそれぞれ改善策が挙がっている。

・対処法については、文句を言うのではなく、「もう少し良くなりませんか」と控えめに店員に話してみるという意見でまとまった。

　　　　　　・ロールプレイには至らなかったが、メンバーから積極的に意見がきかれていた。

Cグループ：お題『キャッチセールスの断り方』

・メンバーからお題が提供されている。

・対処法については、メンバーから様々なアドバイスや意見が挙がっており、「揚げ物中なので、と断る」「パソコンや携帯電話に関しては、持っていないと断る」など有用な意見が挙がっていた。

　　　　　　・ロールプレイには至らなかったが、メンバーから積極的に意見がきかれていた。

　考察
　Bグループ、Cグループ共にメンバーからお題が出て、それに対して他メンバーが意見を出す形となった。どちらもロールプレイには至らなかったが、コミュニケーション能力の高いメンバーが多い為、このような形のSSTでも有効であると考えられる。

デイナイトケア

Aグループ：お題『配膳時に食事を取り忘れ、列の途中に入れてもらう時』

　　　　　　・メンバーからお題はない為、スタッフからお題を提供している。

　　　　　　・意見を促しても、ぼんやりして返答が返って来ないメンバーが多いが、その中で「きちんと断って、途中で入れてもらう」という意見がきかれた。

　　　　　　・自分の考えをうまく言葉で表現できないというメンバーに対しては、実際にメンバーに並んでもらって配膳時の様子を再現することで、自分の意見を表現することが出来ていた。

　考察
　メンバーからのお題が出ることが無いグループなので、スタッフがお題を提供。日常的によくあるシチュエーションである為、適切なお題であったと思われる。言葉で表現できないメンバーには、ロールプレイのように、実際の場面を再現して行うことが有効であると考えられる。発言の無いメンバーに関しては、引き続き声かけを行っていく必要性がある。

Bグループ：お題『知らない道を誰かに聞く時』

　　　　　　・すすんでメンバーからお題が提供されている。

　　　　　　・対処法としては「前もって地図を調べる」「分からない時、その場で誰かに道を聞く」など意見が積極的に挙がっている。

　　　　　　・ロールプレイでは、今野様が「私が聞く役をやるから、あんたが答える役をやって」と五日市様を指名して、積極的に取り組んでいる。

　　　　　　・ロールプレイ後は、それ以外のメンバーから良かったところや改善点などが多く挙がっていた。

　考察
　お題を提供することにも、ロールプレイを行うことにもメンバーから進んで意見がきかれ、積極性のあるSSTだったと思われる。多少強引ではあったが、なかなか輪の中に入ることができないメンバーがロールプレイに参加出来たことは良かった。










